
(57)【要約】

【課題】二次電池の保護回路においてサーミスタ素子に

よる電力損失を低減する。

【解決手段】二次電池６の充放電回路１０ｂにソースと

ドレインが直列に接続された電流制御用トランジスタ１

４と、電流制御用トランジスタ１４のゲートに接続され

、正常温度状態では電流制御用トランジスタ１４をオン

できる状態にし、異常温度上昇状態では抵抗値が増加し

て電流制御用トランジスタ１４がオフになる状態にする

ためのサーミスタ素子２０と、電流制御用トランジスタ

１４のゲート、サーミスタ素子２０間の端子２２と電流

制御用トランジスタ１４のソースの間に設けられた電圧

調整用抵抗素子２４を備えている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 二 次 電 池 の 充 放 電 回 路 に ソ ー ス と ド レ イ ン が 直 列 に 接 続 さ れ た 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ
と 、
　 前 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ 、 正 常 温 度 状 態 で は 前 記 電 流 制 御 用 ト
ラ ン ジ ス タ を オ ン で き る 状 態 に し 、 異 常 温 度 上 昇 状 態 で は 抵 抗 値 が 増 加 し て 前 記 電 流 制 御
用 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ に な る 状 態 に す る た め の サ ー ミ ス タ 素 子 と 、
　 前 記 ゲ ー ト 、 前 記 サ ー ミ ス タ 素 子 間 の 端 子 と 前 記 ソ ー ス の 間 に 設 け ら れ た 電 圧 調 整 用 抵
抗 素 子 を 備 え た 二 次 電 池 の 保 護 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 異 常 充 放 電 状 態 を 検 出 す る た め の 異 常 検 出 回 路 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 異 常 検 出 回 路 の 出 力 の 少 な く と も １ つ は 前 記 サ ー ミ ス タ 素 子 を 介 し て 前 記 電 流 制 御
用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 二 次 電 池 の 保 護 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 サ ー ミ ス タ 素 子 は Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 二 次 電 池 の 保 護 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 は セ ラ ミ ッ ク 製 の も の で あ る 請 求 項 ３ に 記 載 の 二 次 電 池 の 保 護 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 二 次 電 池 の 充 放 電 回 路 に ソ ー ス と ド レ イ ン が 直 列 に 接 続 さ れ た 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ
と 、
　 前 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ た 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 と 、
　 前 記 ゲ ー ト 、 前 記 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 間 の 端 子 と 前 記 ソ ー ス の 間 に 設 け ら れ 、 正 常 温 度
状 態 で は 前 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ を オ ン で き る 状 態 に し 、 異 常 温 度 状 態 で は 抵 抗 値 が
低 下 し て 前 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ に な る 状 態 に す る た め の サ ー ミ ス タ 素 子 を 備
え た 二 次 電 池 の 保 護 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 異 常 充 放 電 状 態 を 検 出 す る た め の 異 常 検 出 回 路 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 異 常 検 出 回 路 の 出 力 の 少 な く と も １ つ は 前 記 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 を 介 し て 前 記 電 流
制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 ５ に 記 載 の 二 次 電 池 の 保 護 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 サ ー ミ ス タ 素 子 は Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 又 は Ｃ Ｔ Ｒ 素 子 で あ る 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 二 次 電
池 の 保 護 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 過 充 電 、 放 電 過 電 流 、 充 電 過 電 流 か ら 二 次 電 池 を 保 護 す る た め の 二 次 電 池 の
保 護 回 路 に 関 し 、 特 に 、 温 度 上 昇 状 態 で は 抵 抗 値 が 増 加 す る サ ー ミ ス タ 素 子 、 例 え ば Ｐ Ｔ
Ｃ （ Positive Temperature Coefficient） サ ー ミ ス タ 素 子 （ Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 と い う ） や 、 温 度
上 昇 状 態 で は 抵 抗 値 が 低 下 す る サ ー ミ ス タ 素 子 、 例 え ば Ｎ Ｔ Ｃ （ Negative Temperature C
oefficient） サ ー ミ ス タ 素 子 （ Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 と い う ） や Ｃ Ｔ Ｒ （ Critical Temperature Res
istor） サ ー ミ ス タ 素 子 （ Ｃ Ｔ Ｒ 素 子 と い う ） を 備 え た 保 護 回 路 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 各 種 携 帯 情 報 機 器 な ど に 搭 載 さ れ る 電 池 は 、 繰 り 返 し の 充 放 電 が 可 能 な 二 次 電 池 が 多 く
使 用 さ れ て お り 、 二 次 電 池 の 劣 化 の 防 止 、 長 時 間 の 電 力 供 給 、 小 型 化 、 安 価 が 重 視 さ れ て
い る 。
　 従 来 か ら 電 池 パ ッ ク な ど に は 、 電 気 回 路 の 短 絡 や 誤 っ た 充 電 （ 大 電 圧 や 逆 電 圧 ） 等 で 過
電 流 が 流 れ 、 過 度 の 発 熱 で 電 池 が 劣 化 損 傷 し な い よ う に す る た め の 保 護 回 路 が 搭 載 さ れ て
い る 。
　 例 え ば 、 二 次 電 池 の 充 放 電 回 路 、 す な わ ち 二 次 電 池 と 充 電 器 や 負 荷 が 接 続 さ れ る 外 部 接
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続 端 子 と の 間 に 、 Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ か ら な る 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ を 直 列 に 挿 入 し 、
異 常 充 電 時 に 充 電 制 御 用 の 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ を オ フ 状 態 に し て 充 電 を 停 止 し 、 異 常
放 電 時 に 放 電 制 御 用 の 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ を オ フ 状 態 に し て 放 電 を 停 止 さ せ る よ う に
構 成 さ れ た 保 護 回 路 が あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ を 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 異 常 な 温 度 上 昇 時 に 通 電 遮 断 を 行 な う た め に 、 二 次 電 池 の 充 放 電 回 路 に 直 列 に 、
温 度 上 昇 状 態 で は 抵 抗 値 が 増 加 す る サ ー ミ ス タ 素 子 、 例 え ば Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 を 挿 入 し た 保 護 回
路 が あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ を 参 照 。 ） 。 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 は 温 度 が 上 昇 す る に つ れ 抵 抗 値 が 増
加 し 、 一 定 の 温 度 を 超 え る と 急 激 に 抵 抗 値 が 増 加 す る た め 、 ス イ ッ チ 特 性 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ に 従 来 の 保 護 回 路 の 回 路 図 を 示 す 。
　 保 護 回 路 に お い て 、 電 池 接 続 端 子 ２ ａ ， ２ ｂ 間 に 二 次 電 池 ６ が 接 続 さ れ 、 外 部 接 続 端 子
４ ａ ， ４ ｂ 間 に 外 部 装 置 ８ が 接 続 さ れ 、 電 池 接 続 端 子 ２ ａ 、 外 部 接 続 端 子 ４ ａ 間 は プ ラ ス
側 の 充 放 電 回 路 １ ０ ａ に よ り 接 続 さ れ 、 電 池 接 続 端 子 ２ ｂ 、 外 部 接 続 端 子 ４ ｂ 間 は マ イ ナ
ス 側 の 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ
ス タ １ ２ と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ が 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 充 放 電 回 路 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ 間 に 保 護 素 子 １ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 保 護 素 子 １ ６ の 電 源 電
圧 端 子 は 抵 抗 素 子 １ ８ を 介 し て 充 放 電 回 路 １ ０ ａ に 接 続 さ れ 、 グ ラ ン ド 端 子 は 電 池 接 続 端
子 ２ ｂ 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ 間 の 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に 接 続 さ れ 、 充 電 器 マ イ ナ ス
電 位 入 力 端 子 は 外 部 接 続 端 子 ４ ｂ 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ 間 の 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に
抵 抗 素 子 １ ９ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 過 放 電 検 出 出 力 端 子 は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １
２ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 過 充 電 検 出 出 力 端 子 は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ の ゲ ー
ト に 接 続 さ れ て い る 。
　 電 池 接 続 端 子 ２ ｂ と 二 次 電 池 ６ の 間 に Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ２ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 保 護 回 路 に お い て 電 池 の 寿 命 を 延 ば す た め に は 電 力 損 失 を 低 減 す る 必 要 が あ る が 、 図 ５
に 示 し た 従 来 技 術 で は 、 充 放 電 時 に 二 次 電 池 ６ と 直 列 に 接 続 さ れ る の は 主 に 充 放 電 を 制 御
す る 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ， １ ４ と Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ２ で あ る 。 従 来 、 二 次 電 池 パ ッ ク
に 使 用 さ れ る 、 例 え ば ポ リ 樹 脂 製 の 有 機 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 は 抵 抗 値 が ４ ０ ｍ Ω ほ ど あ り 、 抵 抗 値
も 電 流 量 や 温 度 の 状 態 に よ り 一 定 で は な い 。 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ， １ ４ の オ ン 抵
抗 は ２ ０ ～ ５ ０ ｍ Ω で あ り 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ２ で の 抵 抗 値 の 割 合 は １ ／ ２ ～ １ ／ ３ 程 度 と 高
い 。 電 流 は 状 態 や 製 品 に よ り 様 々 で あ る が 、 た と え ば ２ Ａ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ １ ２ ３ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ９ ８ ８ ２ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 来 の 保 護 回 路 で は 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ２ が 二 次 電 池 ６ に 対 し て 直 列 に 接 続 さ れ て い る の で
、 充 放 電 時 は 常 時 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ２ に お け る 電 力 損 失 が あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
　 本 発 明 は 、 サ ー ミ ス タ 素 子 に よ る 二 次 電 池 の 電 力 損 失 を 低 減 す る こ と が で き る 保 護 回 路
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に か か る 二 次 電 池 の 保 護 回 路 の 第 １ 態 様 は 、 二 次 電 池 の 充 放 電 回 路 に ソ ー ス と ド
レ イ ン が 直 列 に 接 続 さ れ た 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ と 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト
に 接 続 さ れ 、 正 常 温 度 状 態 で は 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ を オ ン で き る 状 態 に し 、 異 常
温 度 上 昇 状 態 で は 抵 抗 値 が 増 加 し て 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ に な る 状 態 に す る
た め の サ ー ミ ス タ 素 子 と 、 上 記 ゲ ー ト 、 上 記 サ ー ミ ス タ 素 子 間 の 端 子 と 上 記 ソ ー ス の 間 に
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設 け ら れ た 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 を 備 え て い る も の で あ る 。
　 こ の 態 様 に お い て 、 サ ー ミ ス タ 素 子 は 充 放 電 回 路 に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 保 護 回 路 の 第 １ 態 様 に お い て 、 異 常 充 放 電 状 態 を 検 出 す る た め の 異 常 検 出 回 路
を さ ら に 備 え 、 上 記 異 常 検 出 回 路 の 出 力 の 少 な く と も １ つ は 上 記 サ ー ミ ス タ 素 子 を 介 し て
上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 サ ー ミ ス タ 素 子 の 例 と し て Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 を 挙 げ る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 上 記 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 と し て セ ラ ミ ッ ク 製 の も の を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に か か る 二 次 電 池 の 保 護 回 路 の 第 ２ 態 様 は 、 二 次 電 池 の 充 放 電 回 路 に ソ ー ス と ド
レ イ ン が 直 列 に 接 続 さ れ た 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ と 、 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ
ー ト に 接 続 さ れ た 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 と 、 上 記 ゲ ー ト 、 上 記 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 間 の 端 子
と 上 記 ソ ー ス の 間 に 設 け ら れ 、 正 常 温 度 状 態 で は 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ を オ ン で き
る 状 態 に し 、 異 常 温 度 状 態 で は 抵 抗 値 が 低 下 し て 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ に な
る 状 態 に す る た め の サ ー ミ ス タ 素 子 を 備 え て い る も の で あ る 。
　 こ の 態 様 に お い て 、 サ ー ミ ス タ 素 子 は 充 放 電 回 路 に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 保 護 回 路 の 第 ２ 態 様 に お い て 、 異 常 充 放 電 状 態 を 検 出 す る た め の 異 常 検 出 回 路
を さ ら に 備 え 、 上 記 異 常 検 出 回 路 の 出 力 の 少 な く と も １ つ は 上 記 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 を 介
し て 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 記 サ ー ミ ス タ 素 子 の 例 と し て Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 又 は Ｃ Ｔ Ｒ 素 子 を 挙 げ る こ と が で き る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 保 護 回 路 の 第 １ 態 様 で は 、 二 次 電 池 の 充 放 電 回 路 に ソ ー ス と ド レ イ ン が 直 列 に
接 続 さ れ た 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ と 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ 、 正
常 温 度 状 態 で は 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ を オ ン で き る 状 態 に し 、 異 常 温 度 上 昇 状 態 で
は 抵 抗 値 が 増 加 し て 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ に な る 状 態 に す る た め の サ ー ミ ス
タ 素 子 と 、 上 記 ゲ ー ト 、 上 記 サ ー ミ ス タ 素 子 間 の 端 子 と 上 記 ソ ー ス の 間 に 設 け ら れ た 電 圧
調 整 用 抵 抗 素 子 を 備 え 、 サ ー ミ ス タ 素 子 を 二 次 電 池 の 充 放 電 回 路 に 直 列 に 接 続 さ れ た 電 流
制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 し て 、 サ ー ミ ス タ 素 子 は 充 放 電 回 路 に 直 列 に は 接 続 さ
れ て い な い よ う に し た の で 、 サ ー ミ ス タ 素 子 に よ る 二 次 電 池 の 電 力 損 失 を 低 減 す る こ と が
で き る 。
　 さ ら に 、 図 ５ に 示 し た 従 来 の 保 護 回 路 で は 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 に よ る 電 力 損 失 や 電 圧 降 下 を 減
ら す た め に Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 の 抵 抗 を 下 げ な け れ ば な ら ず 、 サ イ ズ の 大 き い も の を 接 続 し な け れ
ば な ら な か っ た が 、 本 発 明 の 保 護 回 路 の 第 １ 態 様 で は サ ー ミ ス タ 素 子 は 充 放 電 回 路 に 直 列
に は 接 続 さ れ て い な い の で 、 サ ー ミ ス タ 素 子 の 抵 抗 を 極 端 に は 下 げ る 必 要 は な く 、 サ イ ズ
の 小 さ い サ ー ミ ス タ 素 子 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 異 常 充 放 電 状 態 を 検 出 す る た め の 異 常 検 出 回 路 を 備 え 、 上 記 異 常 検 出 回 路 の 出
力 の 少 な く と も １ つ は 上 記 サ ー ミ ス タ 素 子 を 介 し て 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト
に 接 続 さ れ て い る よ う に す れ ば 、 異 常 検 出 回 路 に よ り 異 常 充 放 電 を 検 出 し て 二 次 電 池 の 異
常 充 放 電 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 述 の よ う に 、 図 ５ に 示 し た 従 来 の 保 護 回 路 で は Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 と し て サ イ ズ の 大 き
い も の を 接 続 し な け れ ば な ら ず 、 電 池 パ ッ ク の 小 型 化 に 支 障 を き た し て い た が 、 本 発 明 の
保 護 回 路 の 第 １ 態 様 に お い て 上 記 サ ー ミ ス タ 素 子 と し て Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 を 用 い る 場 合 、 サ ー ミ
ス タ 素 子 は 充 放 電 回 路 に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い の で サ イ ズ の 小 さ い サ ー ミ ス タ 素 子 、
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例 え ば セ ラ ミ ッ ク 製 の Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 を 用 い る こ と が で き 、 従 来 技 術 よ り も 小 型 か つ 安 価 な 保
護 回 路 を 実 現 す る こ と が で き 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 保 護 回 路 の 第 ２ 態 様 で は 、 二 次 電 池 の 充 放 電 回 路 に ソ ー ス と ド レ イ ン が 直 列 に
接 続 さ れ た 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ と 、 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ
た 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 と 、 上 記 ゲ ー ト 、 上 記 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 間 の 端 子 と 上 記 ソ ー ス の
間 に 設 け ら れ 、 正 常 温 度 状 態 で は 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ を オ ン で き る 状 態 に し 、 異
常 温 度 状 態 で は 抵 抗 値 が 低 下 し て 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ が オ フ に な る 状 態 に す る た
め の サ ー ミ ス タ 素 子 、 例 え ば Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 又 は Ｃ Ｔ Ｒ 素 子 を 備 え 、 サ ー ミ ス タ 素 子 は 充 放 電
回 路 に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い よ う に し た の で 、 サ ー ミ ス タ 素 子 に よ る 二 次 電 池 の 電 力
損 失 を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 サ ー ミ ス タ 素 子 は 充 放 電 回 路 に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い の で 、 サ ー ミ ス タ 素
子 の 抵 抗 を 極 端 に は 下 げ る 必 要 は な く 、 サ イ ズ の 小 さ い サ ー ミ ス タ 素 子 を 用 い る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 異 常 充 放 電 状 態 を 検 出 す る た め の 異 常 検 出 回 路 を 備 え 、 上 記 異 常 検 出 回 路 の 出
力 の 少 な く と も １ つ は 上 記 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 を 介 し て 上 記 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ
ー ト に 接 続 さ れ て い る よ う に す れ ば 、 異 常 検 出 回 路 に よ り 異 常 充 放 電 を 検 出 し て 二 次 電 池
の 異 常 充 放 電 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 第 １ 態 様 の 一 実 施 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
　 保 護 回 路 は 、 電 池 接 続 端 子 ２ ａ ， ２ ｂ と 外 部 接 続 端 子 ４ ａ ， ４ ｂ を 備 え て い る 。 電 池 接
続 端 子 ２ ａ ， ２ ｂ 間 に 二 次 電 池 ６ が 接 続 さ れ 、 外 部 接 続 端 子 ４ ａ ， ４ ｂ 間 に 外 部 装 置 ８ が
接 続 さ れ る 。 電 池 接 続 端 子 ２ ａ 、 外 部 接 続 端 子 ４ ａ 間 は プ ラ ス 側 の 充 放 電 回 路 １ ０ ａ に よ
り 接 続 さ れ 、 電 池 接 続 端 子 ２ ｂ 、 外 部 接 続 端 子 ４ ｂ 間 は マ イ ナ ス 側 の 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に
よ り 接 続 さ れ て い る 。 二 次 電 池 ６ は 例 え ば リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 で あ り 、 そ の 定 格 電 圧 は 例
え ば ３ .８ Ｖ （ ボ ル ト ） で あ る 。 外 部 装 置 ８ と し て は 、 二 次 電 池 ６ の 充 電 時 に は 充 電 用 電
源 と し て 専 用 の 充 電 器 が 接 続 さ れ 、 放 電 時 に は 二 次 電 池 ６ を 電 源 と し て 使 用 す る 各 種 の 電
子 機 器 で あ る 負 荷 が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に 、 充 電 制 御 用 ス イ ッ チ 素 子 で あ る 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ と 、
放 電 制 御 用 ス イ ッ チ 素 子 で あ る 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ が 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。 こ
の 実 施 例 で は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ， １ ４ と し て Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ を
用 い て い る 。 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ の ソ ー ス は マ イ ナ ス 側 の 電 池 接 続 端 子 ２ ｂ に 接
続 さ れ 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ ， １ ４ の ド レ イ ン は 互 い に 接 続 さ れ 、 電 流 制 御 用 ト
ラ ン ジ ス タ １ ４ の ソ ー ス は マ イ ナ ス 側 の 外 部 接 続 端 子 ４ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 充 放 電 回 路 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ 間 に 保 護 素 子 （ 異 常 検 出 回 路 ） １ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 保 護
素 子 １ ６ と し て 例 え ば Ｒ ５ ４ ２ ６ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ シ リ ー ズ （ 株 式 会 社 リ コ ー の 製 品 ） を 挙 げ
る こ と が で き る 。 保 護 素 子 １ ６ の 電 源 電 圧 端 子 Ｖ D D は 抵 抗 素 子 １ ８ を 介 し て 充 放 電 回 路 １
０ ａ に 接 続 さ れ 、 グ ラ ン ド 端 子 Ｖ S S は 電 池 接 続 端 子 ２ ｂ 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ 間
の 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に 接 続 さ れ 、 充 電 器 マ イ ナ ス 電 位 入 力 端 子 Ｖ － は 外 部 接 続 端 子 ４ ｂ 、
電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ 間 の 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に 抵 抗 素 子 １ ９ を 介 し て 接 続 さ れ て い
る 。
　 保 護 素 子 １ ６ は 、 電 源 電 圧 端 子 Ｖ D D 、 グ ラ ン ド 端 子 Ｖ S S 間 の 電 位 差 を モ ニ タ す る た め の
過 充 電 検 出 回 路 及 び 過 放 電 検 出 回 路 と 、 電 源 電 圧 端 子 Ｖ D D 、 充 電 器 マ イ ナ ス 電 位 入 力 端 子
Ｖ － 間 の 電 位 差 を モ ニ タ す る た め の 放 電 過 電 流 検 出 回 路 及 び 充 電 過 電 流 検 出 回 路 を 備 え て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 過 放 電 検 出 出 力 端 子 Ｄ O U T は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。
　 過 充 電 検 出 出 力 端 子 Ｃ O U T は Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 （ サ ー ミ ス タ 素 子 ） ２ ０ を 介 し て 電 流 制 御 用 ト
ラ ン ジ ス タ １ ４ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で は Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ０ と し て セ ラ ミ
ッ ク 製 の も の を 用 い た 。
　 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ０ と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ の ゲ ー ト の 間 の 端 子 ２ ２ と 電 流 制 御 用 ト
ラ ン ジ ス タ １ ４ の ソ ー ス の 間 に 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 電 圧 調 整 用 抵
抗 素 子 ２ ４ は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ の ゲ ー ト に 印 加 さ れ る 電 圧 を 調 整 す る た め の も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 保 護 素 子 １ ６ の 制 御 に よ り 、 許 容 範 囲 内 で の 充 放 電 時 に は 過 充 電 検 出 出 力 端 子 Ｃ O U T 及
び 過 放 電 検 出 出 力 端 子 Ｄ O U T の 出 力 は “ Ｈ ” レ ベ ル で あ り 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２
， １ ４ が オ ン す る 。
　 充 電 時 に 保 護 素 子 １ ６ に よ り 過 充 電 や 過 電 流 が 検 出 さ れ る と 、 過 充 電 検 出 出 力 端 子 Ｃ O U

T の 出 力 が “ Ｌ ” レ ベ ル に な っ て 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ が オ フ す る 。
　 放 電 時 に 保 護 素 子 １ ６ に よ り 過 放 電 や 過 電 流 が 検 出 さ れ る と 、 過 放 電 検 出 出 力 端 子 Ｄ O U

T の 出 力 が “ Ｌ ” レ ベ ル に な っ て 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ が オ フ す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ０ は 、 正 常 温 度 状 態 に お い て 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ が オ ン す
る 程 度 の 電 圧 を ゲ ー ト に 供 給 で き る 状 態 の 抵 抗 値 を も つ が 、 異 常 温 度 上 昇 状 態 で は 抵 抗 値
が 増 加 し て 、 過 充 電 検 出 出 力 端 子 Ｃ O U T の 出 力 に か か わ ら ず 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４
を オ フ に す る 。
　 具 体 的 に は 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ０ の 温 度 上 昇 に よ り 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ の ゲ ー ト 、
ソ ー ス 間 に 設 け ら れ た 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ２ ４ に 比 べ て Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ０ の 抵 抗 が 充 分 に 大
き く な る と 、 過 放 電 検 出 出 力 端 子 Ｃ O U T と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ の ソ ー ス の 電 圧 差
は Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ０ と 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ２ ４ の 抵 抗 比 に 従 う た め 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス
タ １ ４ の ゲ ー ト 、 ソ ー ス 間 の 電 圧 が 下 が り 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ が オ フ す る 。 こ
れ に よ り 、 二 次 電 池 ６ へ の 電 流 が 遮 断 さ れ る た め 、 二 次 電 池 ６ の 劣 化 や 損 傷 が 起 こ る 前 に
二 次 電 池 ６ へ の 過 電 流 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
　 な お 、 放 電 時 に は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ が オ フ し て も 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １
４ の 寄 生 ダ イ オ ー ド を 経 由 し て 電 流 が 流 れ る 。 こ の 場 合 、 充 電 器 マ イ ナ ス 電 位 入 力 端 子 Ｖ
－ の 電 位 が 上 が る の で 保 護 素 子 １ ６ が 過 電 流 を 検 知 し 、 過 放 電 検 出 出 力 端 子 Ｄ O U T の 出 力
が “ Ｌ ” レ ベ ル に な っ て 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ が オ フ し て 電 流 が 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ０ を 過 充 電 検 出 出 力 端 子 Ｃ O U T と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス
タ １ ４ の ゲ ー ト の 間 に 接 続 し 、 充 放 電 回 路 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い よ
う に し た の で 、 正 常 な 充 放 電 時 に 微 小 な 電 流 し か Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ０ を 通 ら ず 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２
０ に よ る 二 次 電 池 の 電 力 損 失 を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ０ は 充 放 電 回 路 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い の で
、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ０ の 抵 抗 を 極 端 に は 下 げ る 必 要 は な く 、 サ イ ズ の 小 さ い サ ー ミ ス タ 素 子 、
例 え ば 小 型 の セ ラ ミ ッ ク 製 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ は 第 １ 態 様 の 他 の 実 施 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 図 １ と 同 じ 部 分 に は 同 じ 符 号 を 付 し
、 そ れ ら の 部 分 の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
　 保 護 回 路 に お い て 、 電 池 接 続 端 子 ２ ａ ， ２ ｂ 間 に 二 次 電 池 ６ が 接 続 さ れ 、 外 部 接 続 端 子
４ ａ ， ４ ｂ 間 に 外 部 装 置 ８ が 接 続 さ れ 、 電 池 接 続 端 子 ２ ａ 、 外 部 接 続 端 子 ４ ａ 間 は プ ラ ス
側 の 充 放 電 回 路 １ ０ ａ に よ り 接 続 さ れ 、 電 池 接 続 端 子 ２ ｂ 、 外 部 接 続 端 子 ４ ｂ 間 は マ イ ナ
ス 側 の 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ
ス タ １ ２ と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ が 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 充 放 電 回 路 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ 間 に 保 護 素 子 １ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 保 護 素 子 １ ６ の 電 源 電
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圧 端 子 Ｖ D D は 抵 抗 素 子 １ ８ を 介 し て 充 放 電 回 路 １ ０ ａ に 接 続 さ れ 、 グ ラ ン ド 端 子 Ｖ S S は 充
放 電 回 路 １ ０ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。 過 放 電 検 出 出 力 端 子 Ｄ O U T は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ
１ ２ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 過 充 電 検 出 出 力 端 子 Ｃ O U T は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １
４ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に は さ ら に 、 外 部 接 続 端 子 ４ ｂ と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス の
間 に Ｎ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ か ら な る 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ が 直 列 に 接 続 さ
れ て い る 。 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ゲ ー ト は Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ８ を 介 し て 充 放 電 回 路 １
０ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で は Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ８ と し て セ ラ ミ ッ ク 製 の も の を 用 い
た 。
　 サ ー ミ ス タ 素 子 ２ ８ と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ゲ ー ト の 間 の 端 子 ３ ０ と 電 流 制 御
用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ソ ー ス の 間 に 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 電 圧 調 整
用 抵 抗 素 子 ３ ２ は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ゲ ー ト に 印 加 さ れ る 電 圧 を 調 整 す る た め
の も の で あ る 。
　 充 電 器 マ イ ナ ス 電 位 入 力 端 子 Ｖ － は 外 部 接 続 端 子 ４ ｂ 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ 間
の 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に 抵 抗 素 子 １ ９ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ８ は 、 正 常 温 度 状 態 に お い て 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２
６ が オ ン す る 程 度 の 電 圧 を ゲ ー ト に 供 給 で き る 状 態 の 抵 抗 値 を も つ が 、 異 常 温 度 上 昇 状 態
で は 抵 抗 値 が 増 加 し て 、 充 放 電 回 路 １ ０ ａ の 電 圧 に か か わ ら ず 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２
６ を オ フ に す る 。 具 体 的 に は 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ８ の 温 度 上 昇 に よ り 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ
２ ６ の ゲ ー ト 、 ソ ー ス 間 に 設 け ら れ た 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ３ ２ に 比 べ て Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ８ の
抵 抗 が 充 分 に 大 き く な る と 、 過 放 電 検 出 出 力 端 子 Ｃ O U T と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の
ソ ー ス の 電 圧 差 は Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ８ と 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ３ ２ の 抵 抗 比 に 従 う た め 、 電 流 制
御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ゲ ー ト 、 ソ ー ス 間 の 電 圧 が 下 が り 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６
が オ フ す る 。 こ れ に よ り 、 二 次 電 池 ６ へ の 電 流 が 遮 断 さ れ る た め 、 二 次 電 池 ６ の 劣 化 や 損
傷 が 起 こ る 前 に 二 次 電 池 ６ へ の 過 電 流 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
　 な お 、 放 電 時 に は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ が オ フ し て も 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２
６ の 寄 生 ダ イ オ ー ド を 経 由 し て 電 流 が 流 れ る 。 こ の 場 合 、 充 電 器 マ イ ナ ス 電 位 入 力 端 子 Ｖ
－ の 電 位 が 上 が る の で 保 護 素 子 １ ６ が 過 電 流 を 検 知 し 、 過 放 電 検 出 出 力 端 子 Ｄ O U T の 出 力
が “ Ｌ ” レ ベ ル に な っ て 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ が オ フ し て 電 流 が 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ８ を 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ゲ ー ト に 接 続 し 、 充
放 電 回 路 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い よ う に し た の で 、 正 常 な 充 放 電 時 に
微 小 な 電 流 し か Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ８ を 通 ら ず 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ８ に よ る 二 次 電 池 の 電 力 損 失 を 低
減 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ８ は 充 放 電 回 路 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い の で
、 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ８ の 抵 抗 を 極 端 に は 下 げ る 必 要 は な く 、 サ イ ズ の 小 さ い サ ー ミ ス タ 素 子 、
例 え ば 小 型 の セ ラ ミ ッ ク 製 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 第 ２ 態 様 の 一 実 施 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 図 １ と 同 じ 部 分 に は 同 じ 符 号 を 付 し 、
そ れ ら の 部 分 の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
　 こ の 実 施 例 が 図 １ の 実 施 例 と 異 な る 点 は 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ の ゲ ー ト と 過 充
電 検 出 出 力 端 子 Ｃ O U T の 間 に Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 ２ ０ に 換 え て 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ３ ４ が 接 続 さ れ
て お り 、 端 子 ２ ２ と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ の ソ ー ス の 間 に 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ２ ４
に 換 え て Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 （ サ ー ミ ス タ 素 子 ） ３ ６ が 接 続 さ れ て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ３ ６ は 、 正 常 温 度 状 態 に お い て 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １
４ が オ ン す る 程 度 の 電 圧 を ゲ ー ト に 供 給 で き る 状 態 の 抵 抗 値 を も つ が 、 異 常 温 度 上 昇 状 態
で は 抵 抗 値 が 低 下 し て 、 過 充 電 検 出 出 力 端 子 Ｃ O U T の 出 力 に か か わ ら ず 電 流 制 御 用 ト ラ ン
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ジ ス タ １ ４ を オ フ に す る 。
　 具 体 的 に は 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ３ ６ の 温 度 上 昇 に よ り 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ の ゲ ー ト 、
ソ ー ス 間 に 設 け ら れ た 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ２ ４ に 比 べ て Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ３ ６ の 抵 抗 が 充 分 下 が
る と 、 過 放 電 検 出 出 力 端 子 Ｃ O U T と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ の ソ ー ス の 電 圧 差 は Ｎ Ｔ
Ｃ 素 子 ３ ６ と 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ２ ４ の 抵 抗 比 に 従 う た め 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４
の ゲ ー ト 、 ソ ー ス 間 の 電 圧 が 下 が り 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ が オ フ す る 。 こ れ に よ
り 、 二 次 電 池 ６ へ の 電 流 が 遮 断 さ れ る た め 、 二 次 電 池 ６ の 劣 化 や 損 傷 が 起 こ る 前 に 二 次 電
池 ６ へ の 過 電 流 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 正 常 温 度 状 態 に お い て 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ３ ６ は 高 抵 抗 な の で 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ
ス タ １ ４ の 耐 圧 保 護 の 機 能 も 果 た す 。
　 な お 、 放 電 時 に は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ が オ フ し て も 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １
４ の 寄 生 ダ イ オ ー ド を 経 由 し て 電 流 が 流 れ る 。 こ の 場 合 、 充 電 器 マ イ ナ ス 電 位 入 力 端 子 Ｖ
－ の 電 位 が 上 が る の で 保 護 素 子 １ ６ が 過 電 流 を 検 知 し 、 過 放 電 検 出 出 力 端 子 Ｄ O U T の 出 力
が “ Ｌ ” レ ベ ル に な っ て 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ が オ フ し て 電 流 が 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ３ ６ を 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ゲ ー ト 、 ソ ー ス 間 に
接 続 し 、 充 放 電 回 路 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い よ う に し た の で 、 正 常 な
充 放 電 時 に 微 小 な 電 流 し か Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ３ ６ を 通 ら ず 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ３ ６ に よ る 二 次 電 池 の 電
力 損 失 を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ３ ６ は 充 放 電 回 路 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い の で
、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ３ ６ の 抵 抗 を 極 端 に は 下 げ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 第 ２ 態 様 の 他 の 実 施 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 図 １ 、 図 ２ 及 び 図 ４ と 同 じ 部 分 に は
同 じ 符 号 を 付 し 、 そ れ ら の 部 分 の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
　 こ の 実 施 例 が 図 ４ の 実 施 例 と 異 な る 点 は 、 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ３ ４ 及 び Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ３ ６
が 備 え ら れ て お ら ず 、 充 放 電 回 路 １ ０ ｂ に さ ら に 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ が 直 列 に 接
続 さ れ 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ゲ ー ト が 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ３ ８ を 介 し て 充 放 電
回 路 １ ０ ａ に 接 続 さ れ 、 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ３ ８ と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ゲ ー ト
の 間 の 端 子 ３ ０ と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ソ ー ス の 間 に Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ０ が 設 け ら れ
て い る 点 で あ る 。 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ３ ８ は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ゲ ー ト に 印 加
さ れ る 電 圧 を 調 整 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ０ は 、 正 常 温 度 状 態 に お い て 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２
６ が オ ン す る 程 度 の 電 圧 を ゲ ー ト に 供 給 で き る 状 態 の 抵 抗 値 を も つ が 、 異 常 温 度 上 昇 状 態
で は 抵 抗 値 が 低 下 し て 、 充 放 電 回 路 １ ０ ａ の 電 圧 に か か わ ら ず 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２
６ を オ フ に す る 。 具 体 的 に は 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ０ の 温 度 上 昇 に よ り 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ
２ ６ の ゲ ー ト 、 ソ ー ス 間 に 設 け ら れ た 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ３ ８ に 比 べ て Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ０ の
抵 抗 が 充 分 下 が る と 、 充 放 電 回 路 １ ０ ａ と 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ４ の ソ ー ス の 電 圧 差
は Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ０ と 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子 ３ ８ の 抵 抗 比 に 従 う た め 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス
タ ２ ６ の ゲ ー ト 、 ソ ー ス 間 の 電 圧 が 下 が り 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ が オ フ す る 。 こ
れ に よ り 、 二 次 電 池 ６ へ の 電 流 が 遮 断 さ れ る た め 、 二 次 電 池 ６ の 劣 化 や 損 傷 が 起 こ る 前 に
二 次 電 池 ６ へ の 過 電 流 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 正 常 温 度 状 態 に お い て 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ０ は 高 抵 抗 な の で 、 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ
ス タ ２ ６ の 耐 圧 保 護 の 機 能 も 果 た す 。
　 な お 、 放 電 時 に は 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ が オ フ し て も 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２
６ の 寄 生 ダ イ オ ー ド を 経 由 し て 電 流 が 流 れ る 。 こ の 場 合 、 充 電 器 マ イ ナ ス 電 位 入 力 端 子 Ｖ
－ の 電 位 が 上 が る の で 保 護 素 子 １ ６ が 過 電 流 を 検 知 し 、 過 放 電 検 出 出 力 端 子 Ｄ O U T の 出 力
が “ Ｌ ” レ ベ ル に な っ て 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ が オ フ し て 電 流 が 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ０ を 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ゲ ー ト 、 ソ ー ス 間 に
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接 続 し 、 充 放 電 回 路 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い よ う に し た の で 、 正 常 な
充 放 電 時 に 微 小 な 電 流 し か Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ０ を 通 ら ず 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ０ に よ る 二 次 電 池 の 電
力 損 失 を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ０ は 充 放 電 回 路 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ に 直 列 に は 接 続 さ れ て い な い の で
、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 ４ ０ の 抵 抗 を 極 端 に は 下 げ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 し て 説 明 し た 両 第 ２ 態 様 の 実 施 例 で は 、 サ ー ミ ス タ 素 子 と し て Ｎ Ｔ
Ｃ 素 子 を 用 い て い る が 、 第 ２ 態 様 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 に 換 え て
Ｃ Ｔ Ｒ 素 子 を 用 い て も よ い 。 Ｃ Ｔ Ｒ 素 子 の 特 性 に よ り 、 温 度 上 昇 し た あ る 温 度 に 対 し て 急
激 に 抵 抗 を 下 げ る こ と が で き 、 ス イ ッ チ 特 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 例 で は 、 異 常 検 出 回 路 と し て 、 ４ つ の 検 出 回 路 に よ り 過 充 電 、 過 放 電
、 充 電 過 電 流 及 び 放 電 過 電 流 を 検 出 で き る 保 護 素 子 １ ６ を 備 え て い る が 、 異 常 検 出 回 路 は
こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の 異 常 検 出 回 路 で あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 上 記 の 実 施 例 で は 異 常 検 出 回 路 と し て の 保 護 素 子 １ ６ を 備 え て い る が 、 本 発 明 の
保 護 回 路 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 保 護 素 子 １ ６ を 備 え て い な い 構 成 で あ っ て も
よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許
請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 範 囲 内 で 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 第 １ 態 様 の 一 実 施 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 態 様 の 他 の 実 施 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ 態 様 の 一 実 施 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 態 様 の 他 の 実 施 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 保 護 回 路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ２ ａ ， ２ ｂ 　 　 電 池 接 続 端 子
　 ４ ａ ， ４ ｂ 　 　 外 部 接 続 端 子
　 ６ 　 　 二 次 電 池
　 ８ 　 　 外 部 装 置
１ ０ ａ 　 　 プ ラ ス 側 の 充 放 電 回 路
１ ０ ｂ 　 　 マ イ ナ ス 側 の 充 放 電 回 路
１ ２ ， １ ４ ， ２ ６ 　 　 電 流 制 御 用 ト ラ ン ジ ス タ
１ ６ 　 　 保 護 素 子 （ 異 常 検 出 回 路 ）
１ ６ ａ ， １ ６ ｂ 　 　 比 較 回 路
１ ８ 　 　 抵 抗 素 子
２ ０ ， ２ ８ 　 　 Ｐ Ｔ Ｃ 素 子 （ サ ー ミ ス タ 素 子 ）
２ ２ ， ３ ０ 　 　 端 子
２ ４ ， ３ ２ ， ３ ４ ， ３ ８ 　 　 電 圧 調 整 用 抵 抗 素 子
３ ６ ， ４ ０ 　 　 Ｎ Ｔ Ｃ 素 子 （ サ ー ミ ス タ 素 子 ）
Ｖ D D 　 　 電 源 電 圧 端 子
Ｖ S S 　 　 グ ラ ン ド 端 子
Ｖ － 　 　 充 電 器 マ イ ナ ス 電 位 入 力 端 子
Ｃ O U T 　 　 過 充 電 検 出 出 力 端 子
Ｄ O U T 　 　 過 放 電 検 出 出 力 端 子

10

20

30

40

(9) JP 2006-121827 A 2006.5.11



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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